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九州いちご試食イベントの開催

九州農政局においては、福岡空港において「九州いちごプロモーション試食イベント」を開催し、インバ
ウンド客へのマーケティングを通じたいちごの輸出促進の取り組みを実施いたしました

実施背景

• 九州農政局管内において、青果の輸出額ではいちごが最も多い金額を占める。現在、九
州管内の事業者は個別に販路開拓やマーケティングを行っているが、いちごの品質では他
国のものより優れている一方で、マーケティングにおいては優位とは言えない状況である

• また、コロナ収束以降、海外からのインバウンド旅行者が増加傾向にあり、日本の農林水産
物や食品のマーケティングとして、インバウンド客を対象とした取り組みが注目を集めている。
特に福岡空港は多くのアジア便が就航しており、九州のアジア玄関口として多くのインバウン
ド客が訪れている。

• このような状況を踏まえ昨年に引き続き、九州産いちごのマーケティングを「All 九州」として
統一的に進めるために、インバウンド客を対象とした試食イベントを通じて、九州産いちごの
ファン作りを狙う。今年は特にインバウンド消費と輸出の拡大の両輪で稼ぐ力をつけることを
テーマに開催した。

主な
実施事項

• 九州いちご試食イベントの開催
•主催：九州農政局
•共催：福岡国際空港(株)、福岡ソノリク(株)、ジェトロ福岡、九州商工会議所連合会
•日時：2026年2月16日 ～ 2月18日
•場所：福岡空港 国際線ターミナル1階/試食会場
•その他：インフルエンサーを活用したマーケティングなど、連動した施策を複数実施
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九州いちご試食イベントの実施サマリ

九州いちごプロモーション試食イベントの実施については、昨年度から開催場所の改善、協力関係者
の拡大、旅マエ・ナカ・アトの動線設計などにより、より効果を拡大させる形で発展させています

試食イベント
実施

関係者との
協力

オープニング
セレモニー実施

インフルエンサー

• 福岡空港 国際線旅客ターミナル1飼い到着
口にて、インバウンド客を中心に試食提供

• 2026年2月16日～2月18日の3日間提供
• 9種類の九州産いちごを試食提供

25か国
1,240名へ提供

• 管内JA、九州全県に参加を呼びかけ
• 福岡国際空港㈱、㈱福岡ソノリク、ジェトロ

福岡、九州商工会議所連合会が共催

• 開催初日2月16日にオープニングセレモニー
を実施。共催、協力JA・県などの団体などが
参加

• 昨年に引き続きタイからインフルエンサーを2名
招聘し、試食の様子、いちご農園の訪問、周
辺の観光スポット訪問

• 旅マエ・ナカ・アトを意識したプロモーション

JA 7団体
7県

共催4 団体

メディア8社
5社ニュース放映

50万ビュー達成

ブローシャー
カタログなど
ツール作成

• 九州いちごをインバウンド客・バイヤーに対して
アピールするためのリーフレット・カタログを8言
語対応にて作成

8言語の
リーフレット・

カタログ

カテゴリ 実施事項 定量成果

• 試食イベントではブローシャなど各言語での説明が
非常に好評

• ブローシャ裏にいちごマップの二次元コードを掲載し、
九州内の観光スポットへの関心にも訴求

定性成果

• 参加者の98%から好評価、アンケート結果も多品
種の魅力を訴求できた

• 韓国・日本以外の国の参加が37pt⇒48ptと10pt
以上向上、ターゲット客に提供できた

• JA各団体からのいちご提供やプロモーションに協力、
福岡空港からは1階利用許可をいただいた

• 九州観光機構とも情報連携によるプロモーションや
情報提供を実施できた

• 2回目の開催ということで新規性が求められたが、ブ
リーフィング説明とともにインバウンド向けの企画という
ことでメディアの注目も高く報道された

• 試食イベントやいちご関連の投稿に対し50万ビュー
を達成

• 旅マエの投稿、旅ナカのプロモーション、旅アトでは帰
国後投稿やいちご販売Mapの提供を実施
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九州いちご試食イベントの実施状況

九州いちご試食イベント実施報告 - 九州農政局 -

9種類のいちごを試食提供するとともに、関係者の協力を得ながらインバウンド客向けのPRを実施し
ました

いちごさん

あまおう

ゆうべに

さがほのか

恋みのりさつまおとめ

ベリーツ

ゆめのか

淡雪
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各県より着ぐるみや
マーケティング用のポップを提供いただく

バナースタンドも作成

9種類のいちごを二分の一カットし、トレーに入れて提供



3種類の資料を作成

九州いちご試食イベント実施報告 - 九州農政局 -

リーフレットは九州各県の紹介と各いちご品種の紹介、カタログは各品種の詳細、イベントブローシャー
はイベント告知を目的として作成し、イベント会場にて配布しました。リーフレット及びカタログについて
は九州農政局Webサイトでも公開・配布しております

リーフレット カタログ イベントブローシャー

• 九州いちごの歴史、各いちごのストーリーや特徴
などをまとめたカタログ

• 消費者だけでなく、輸出先国のバイヤー向けにも
活用できる説明資料として作成

• 九州いちご試食イベントのブローシャー
• 会場の説明と、イベント時に提供する9種類の

いちごの説明を実施
• 裏面に九州いちごマップを掲載

• 九州いちごを1枚で説明できる資料
• 表面は九州の各県の紹介

全ての資料について
日本語、英語、韓国語、簡体字、

繁体字、タイ語、マレー語、
ベトナム語で作成
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試食アンケートの実施

九州いちご試食イベント実施報告 - 九州農政局 -

試食の提供に合わせてアンケートを実施し、昨年に引き続き試食した9種類の品種に対する感想や、
インバウンドへの価値訴求につながる内容を中心に質問を行いました

主な設問項目
現在の居住地
各品種の好きな点
（あまおう、いちごさん、ゆうべに、ゆめのか、淡雪、さがほのか、ベ
リーツ、さつまおとめ、恋みのり）
試食イベントに対する満足度
母国語のリーフレットが役に立ったか
普段どの産地のいちごをよく食べるか
いちご購入時の参考点
いちごの品種を選ぶ際の重視点
どのような条件であれば九州いちごを購入したいか
九州いちごについての感想
イベントについての感想
九州のどこに行ってみたいか
九州の魅力はどこか
（タイの方）インフルエンサーの投稿を見たか
（タイの方）インフルエンサーの投稿でイベントで行きたくなるか
（タイの方）インフルエンサーの投稿でいちごを買いたくなる

試食提供時にアンケートへの回答を依頼
日本語、英語、韓国語、中文簡体、中文繁体、タイ語、マレー語、
ベトナム語で作成
各品種の感想を問うのが目的のため、各品種の説明を読みながら
試食し、回答していただいた
自国語があるとわかると回答をいただけたため、多言語でのアンケート
は非常に効果的だった

試食アンケート概要
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来場者及びアンケート回答状況

2/16～2/18の期間中に1,061件の試食提供を行い、85%のアンケート回答をいただけました。
韓国、日本の参加は多いものの、昨年と比較すると輸出対象国となる香港、台湾、タイ、シンガポー
ルなどの参加率が改善し、提供時間を調整した成果が表れています

1,240

1,061

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300

試食提供数 アンケー
ト回答数

36%

18%

16%

韓国

日本

香港

15%台湾

3%
タイ 3%

シンガポール 2%
中国
ベトナム
マレーシア フィリピン

その他

2%

1%

1%

3%

1,061

人数その他国・地域
6アメリカ
6トルコ
3オーストラリア
2バングラデシュ
2キルギス
2ドイツ
2イスラエル
2ジョージア
2フランス
1ネパール
1ペルー
1イタリア
1インドネシア
1ミャンマー
1カナダ

アンケート回収率
85%

(昨年は78%)

試食提供数とアンケート回答数 アンケート回答の居住国・地域
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※内側の円は昨年度の居住国・地域内訳



いちごの食べ方・購入時の注意点

九州いちご試食イベント実施報告 - 九州農政局 -

いちごを食べるシーンとしては、日本・韓国産の回答が多く、いちご購入時の注意点では品質と価格と
回答する結果が多いという結果でした

普段よく食べるいちご いちご購入時の重視点

普段どの産地のいちごをよく食べますか？
（複数回答）

いちごを購入する際に参考にする点は何ですか？
（複数回答）

日本産のイチゴを食べていると回答する層が多かった 品質を重視するという回答が最も多く、次いで価格を選択する
層が多かった。産地を選択する回答は約33%程度であった

8

農林水産省 九州農政局
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品質
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産地

パッケージ

ブランド

広告

その他

ソーシャルメディア

853 (80%)

644 (61%)
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96 (9%)
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11 (1%)

0 100 200 300 400 500 600

日本

韓国
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オーストラリア

その他

581 (55%)
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いちごを選ぶ際の考え方

九州いちご試食イベント実施報告 - 九州農政局 - 9

品種の選定基準としては甘さが圧倒的に多いが、香りやジューシーさを重視する回答も一
定ありました

品種選定時のポイント（味の好み）

いちごの品種を選ぶ際に重視する項目は何ですか？
（複数回答）

0 200 400 600 800 1,000

甘さ
香り

ジューシーさ
色

バランス
固さ
食感

大きさ
酸味

その他

985 (93%)
455 (43%)

401 (38%)
268 (25%)

220 (21%)
151 (14%)
151 (14%)
146 (14%)

123 (12%)
12 (1%)

甘さが圧倒的に多いが、香りやジューシーさも重視している傾向となった



主要国別：品種選定時のポイント（味の好み）

九州いちご試食イベント実施報告 - 九州農政局 -

全体的に、いちごの甘さを最も重視する傾向がある一方、香港、台湾、タイ、シンガポールでは香りや
ジューシーさを重視する回答が多く見られました。
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マレーシア農産物バイヤーリモート交流会
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交流会の概要

目的

概要

九州のいちご生産者・JA、マレーシアの現地バイヤーがリモートで直接交流し、九州いちご8品種の魅力をマレーシア市場に伝えると同
時に、マレーシア市場の成長性や消費者ニーズ、流通の特徴を学び、双方の理解とビジネス機会を拡大する。
生産者側の輸出へのモチベーション向上と、バイヤー側の九州いちごへの関心の醸成を目指す。

登壇者概要時間アジェンダ

ファシリテー
ター

セミナーの目的、日馬双方の期
待、進行スケジュールを共有

5分オープニング・趣旨説明

現地バイヤーマレーシア現地バイヤーが、消
費者のいちごに対する嗜好、購
買行動、流通の特徴を解説

20分マレーシア市場の
最新トレンドと消費者
嗜好

各県JA担当
者、生産者
代表

九州各JA・生産者から、8品
種の特徴や生産・品質管理の
こだわり、産地のストーリーを紹
介

5分x
8品種
45分

九州いちご8品種の紹
介と生産ストーリー

マレーシアバイ
ヤー・エキス
パート全員

現地で事前に届けた九州いち
ごをバイヤー・エキスパートが実
食し感想を共有

九州いちごの現地試
食

全登壇者・
参加者

参加者からの質疑応答、意見
交換

20分双方向Q&A・
ネットワーキング

開催日時

開催場所

2026年1月30日(金)
15:00 – 17:00 (日本時間)
14:00 – 16:00 (マレーシア時間)

マレーシア・クアラルンプール
Mori Kohi

日本参加者 九州JA関係機関、地域農協、取材先農家、
福岡国際空港㈱

マレーシア
現地参加者

A社
B社
Mori Kohi
ジェトロ 、日本大使館等

福岡空港での九州いちご試食イベントに先立ち、九州内のいちご生産者の輸出への意識とマレーシアにおけるバイ
ヤーの九州いちごへの関心を醸成するため、1月30日にマレーシアにてバイヤーリモート交流会を実施しました



マレーシア農産物バイヤーリモート交流会

九州いちご試食イベント実施報告 - 九州農政局 - 12

農林水産省 九州農政局

マレーシア市場の特徴及び、物流・保管などに関する質問が飛び交い、特に販売先ターゲット設定、物流課題、ラ
イブコマース等の新しいマーケティング等が重要であること等が話題になりました

マレーシア市場の状
況

需要・嗜好・販路

物流・保管等
課題・要望

マーケティング・
販売提案

• 嗜好としては甘いイチゴが好まれる傾向が強い。日本品
種はプレミアム帯での評価が高い。

• 大衆～中価格帯スーパーでは価格志向が強く、比較的
安価な原産国・品種が選好される。

• プレミアム小売（例：Village Grocer、Jaya Grocer、
SEIBU 等の言及）では品質重視で日本産の受容性が
高い。

• SNS等を通じ、日本の「甘い」イメージが浸透しており、関
心・需要は確実に存在

• 価格帯として日本産は高価格帯のため主なターゲットは
高所得層になるが、その層では評価が得られる見込み

• 日本産イチゴは繊細で取り扱いが難しく、国内小売現場
（特にプレミアム小売のスタッフ含む）でのハンドリング知
識・ノウハウ不足により品質劣化・返品が発生するケース
がある

• 需要自体は高く、適切な教育・運用でロス低減が可能
• ラストワンマイルが最大のボトルネック。宅配（Grab 等）

で配達バッグが高温化し、到着時に品質変化・クレーム
発生の事例あり

• ライブコマースは効果的であり、例としては春節期にオンラ
イン配信＋小売連携で200パックを4日間で完売の実績

• 週末のスーパーマーケットでの試食・店頭プロモーションは
効果的、特に来店ピークに合わせた訴求が重要

カテゴリ コメント内容



マレーシア農産物バイヤーリモート交流会
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生産者の声や産地の説明とともに品種の紹介を行い試食を実施し、参加者からのフィードバックも非常に好評で、
味への感想のみならず、輸出適性についての意見が交わされたました

所感

• 全体的に「どれもおいしい」「品種ごとの差が分かる」との
好意的フィードバックが多かった。参加者はメモを取りなが
ら比較試食しており関心は高い

• 味覚・食感だけでなく、「輸送適性（果肉・皮の硬さ）」
に言及するコメントが目立ち、試食結果を輸出可否・現
地オペレーションに結びつける視点が共有された

産地・生産者の声を聴きながら試食

試食しながら味をメモ

個別感想

あまおう
• 一部から「フラットな味」「酸味は少し」との声
いちごさん
• しっかりした食感で味も良いとの所見
ゆうべに
• 「食後の香りがよく立つ」「余韻が口に残る」
恋みのり
• 「食感が前に出て、その後酸味が来る」「特別感ある味」
ゆめのか
• 「余韻（アフターテイスト）が長く残る」
ベリーツ
• 芳醇で非常に好評価、一方で「表皮が柔らかく輸送に
は不向き」との指摘

やよいひめ
• 「香りが強い」「酸味が少なく甘みが目立つ」「果肉が硬
めで輸送向き」

さつまおとめ
• 「皮がしっかりして輸出向き」「余韻はややライト」

8種類を提供

カテゴリ コメント内容


